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赫 の腰

京街道・枚方宿は、岡新町、岡、三矢、泥町の4ヶ村によつて構成されていました。宿場は

東西 13町 17間 (1447m)、 道幅平均2間半の 1本往還筋を中心に出来ていました。
枚方宿からは京都へ六里、江戸へ百二十人里、大坂へ五里の位置にある。

文禄 3年 (1594年)に発せられた豊臣秀吉の命により、渕 |1左岸の堤防として築かれた
文禄堤が文禄 5年大坂京橋から京都伏見へ向かう京街道 (大坂街道)と して用いられるよう

になった

「宿人馬継合で困窮いたし、人馬役のもの多分に宿方退散し、継合に差支、比段、寺沢藤

右衛門へ申出、追つて退散のもの帰住致す」 (天正年間 (1573年～1591竹 り という記

録により、この頃にはすでに宿場としての起源があつた。

慶長 6年 (1601竹 、御 |1家康がこの京街道を東海道の延伸部とし整備した。元和 2年

(1616)守口宿の存在が古文書で見受けられる事から同じ頃枚方宿が成立したのではないか

と考えられる。

東海道は品川宿～大津宿までの 53次と呼ばれてきましたが「東海道は品川宿より守口

宿」 (幕府道中奉行所御勘定 谷金十郎、宝暦 8年 (1758Zつ )や 「東海道と申すは、熱田
より上方は、伊勢路、近江路を通り伏見、淀、牧方、守口迄外はこれ無き」 (土佐藩から問
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いに対する幕府大日付勘定奉行からの回答、寛政元年 1789年)という記録により、この頃
には枚方宿が東海道の下部であつた事がうかがえる。

大津宿 (53次)・ 伏見宿 (54り0 ・淀宿 65次)・ 枚方宿 66t知 ・守口宿 (57ω

享保 3年 (1803)枚方宿明細帳によると、宿高642石 3斗 9合 人口1664人 優″43メ0
女 921″Ю 本陣 11転 脇本陣 21餞 榊 本陣 1軒、人馬継立問屋場 2ヶ所、旅籠屋 55

軒 (大 17・ 中180小20)その他高札場 3ヵ所、郷蔵4ヵ所、船番所2ヶ所、7里飛脚
小屋、町飛脚などがありました また、間屋場では人足 100人、馬 100頭が常備され、民家
は378軒ありました。

郵便屋の渡し跡

明治4年に枚方郵便取扱所が開設されました。明治
10年に大阪・京都間に鉄道 ¨ が対岸に開

通すると「郵便屋の渡しが新しく設けられ、郵便物

を高槻に運ばれるようになりました。

惨 ‐

*枚方大橋 0昭和 5年 10月 開通
*京阪電車・明治43年 4月 開丸

*片町線 (学研都欄  ・明治 28年 8月 に浪速鉄道により片町駅 一四条畷駅間が開丸
全線単線b片町駅・放出駅・徳自駅・住道駅・四条畷駅が開業:その後関西鉄道となり、明
治 31年 4月 :四条畷駅 ―長尾駅間が延伸開業L津田駅・長尾駅が開丸 同年 7月星田駅開
業。昭和 10年 12月河内磐船駅が開丸

明治 18年洪水碑

明治 18年 6月 は梅雨の長雨が続き 15日 の朝～17

日夜まで降り続いた豪雨のため 18日午前 3時三矢
村 0伊加賀村の堤防が決壊 (伊加賀切れ)し、その

切れ日は 180mに達し洪水はたちまち測 |1左岸一帯

を水没させました。さらに、7月 にも豪雨に見舞われ

復旧中の堤防が再び決壊し、濁流は寝刷 |1流域にも

広がり大阪府下で7ヵ月余が浸水するという未曾有の大洪水となりました。 αttκ石卑は明治
19年に建幻

市立枚方宿鍵屋資料館

江戸時代、枚方は劇毎道の宿場町として、ま

た洵 ||を行き来する三十石船の中継港として

にぎわいました 当時、三十石船の乗客を相手

に「餅くらわんか、酒くらわん力」 と舌L暴な口

調で食べ物を売る煮売茶舟「くらわんか舟」が

枚方の名物で、その様子は十返舎一九の滑稽本
「東海道中膝栗毛」や、浮世絵師・安藤広重の

「京都名所之内 測 ||」 にも描かれていま丸



「ここはどこじゃと船頭衆に問えば ここは枚方鍵屋浦…鍵屋浦には碇が要らぬ 三味や
太鼓で船止める」―。この「渕 ||三十石船唄」にも登場する鍵屋はかつての船宿で、現在は

枚方宿鍵屋資料館として枚方宿の町家や船宿の様子を当時の雰囲気のまま伝えています。館

内には枚方宿に関係する古文書や出土遺物、絵画、映像などを展示しています。

木南邸 (屋号・田靭

江戸時代初期よりの豪農。庄屋と問屋役人を兼

ねる。現在の建物は幕末期か明治初期のもの。

★問屋場 。輸送、宿泊に関する業務を行う。人

足の継立と馬の継立。庄屋が交代で問屋役人を兼

ねる。

★ 「虫籠窓」 (む しこまど)は 、かたちが

虫かごに似ているので名づけられた とい

われています。 もとは、町屋の中三階、通 りに面 した部分に取 り付けられ

ま した。

鱗卵 跡 価割踊曜所・製瓢靭藩刀

淀川を上り下りする船を監視する役所

★過書船・大坂と京・伏見の間の貨客を運んだ特

権川船b過書 (通行手形)を所持するす乳
豊臣秀吉から1598年 帳振鴇)落嚇寸与三右衛門,

木村惣右衛門が朱印状をうけ,徳川家康も1603年

これを再認しました。

株数が決められていて、運上金を上納。過書奉

行管轄Э元禄 13年頃には、621艘 050石船 1艘、
200石船 37艘、50石船 99艘、40石船 99鵬。

★伏見船 江戸時代)伏見を本拠として刑 ||を上下し貨客輸送にあたつた船。
1698年 15石積み200艘が許可され,伏見奉行の管理下におかれて営業しました。

★二十石船 (過書船)乗 客定員28名、船頭 4ノに 上りは船頭 3人で岸から綱を引いて
上った。米二十石を積める船の総称。上りは 1日または 1晩、下りは半日または半に

★くらわんね船  (茶舟)

大坂の陣のおり、徳 |1方に兵糧を運ん

だ功労で許可。高槻の柱本が発祥。

枚方で停船しようとする三十石船に鍵

爪を力ヽすて近づき、飯や汁物、酒などの

飲食物を販売していた小舟 (店主 2名乗

曲 が「くらわんか舟」と呼ばれてい

た。汁椀など食後の食器は要返却となる。
「くらわん力」 とは、この地方の方言で
「喰わないの力」「喰うことも出来ないく

融

らいの銭も持つていないの力」 と乱暴に、また挑発気味に言つた言葉です。



夜と昼とを問わず二十石船に近づき、乗客たちに「くらわん力可 と声を掛け販売していたこ
とから「くらわんbヽ■という名がついた。東海道中膝栗毛などさまざまな紀行文学で、くら
わんか舟の船頭たちが「飯くらわん力＼酒くらわん力＼銭がないからようくらわんか」と大声
でがなりたてながら寝ている客を乱暴に起こして回り食事を売るさまが描かれている。

涛礎澪争と期瞬究自略

浄念寺は、浄土真宗本願寺り亀 1500年頃に岩

見入道浄念が開倉叱西本願寺の門跡御塊 明治の

初年、廃寺となった万年寺から移設された木造不

動明王立像は平成 9年に市の有形文化財に指定
された。

浄念寺前の道路は京街道で枡形道路になって

いま九 本陣が近いことから外部から敵が攻めて

きても、直進できないようにするための工夫と言われる

願生坊

浄土真宗の中興の祖、懃 日上人 (1415-1499り の5男 。実如が願生坊の前進であ
る順興寺を建立しました。枚方の宿場町は、順興寺の寺内町として栄えましたが、その後、
天正年間に織田信長に焼かれたので、慶長年間に東本願寺の教如力期頻興寺を再建しましたが

京都に同名のお寺があったので願生坊と改称しました。なおこの地の人々は、願生坊を東御
坊、浄念寺を西御坊と呼びどちらも尊崇していたようです。

万年寺山・意賀美神社・梅林

淀川沿いに細長くのびる旧枚方宿の町並みを眼下に見おろし、こんもりと突き出た丘が万

年寺山です。摂津・丹波の山々や、豊か・熱 ||を一望に見渡せる風光明媚なこの丘は、京阪~都
のちょうど中間にあり、数々の歴史の舞台となってきました この丘の上にある意賀美

(おかみ)神社の境内には、古墳時代前期の万年寺山古墳があり、青銅鏡が八面出土しまし
た。言い伝えによると、推古天皇 (592～628)の時代、高麗 (高句麗)の僧・恵灌 (けいかん)
が、この地の風景を愛で、眺めが唐の林岸江 (り んがんこう)に似ているとして、草庵を営
んだのが万年寺のはじまり観 一千年余の法灯を伝え、夕暮れを告げる晩鐘は人々に親し

まれてきましたが、明治の神仏分離令により廃寺となり、仏像等は三矢 (みつや)の浄念寺
に移されました。参道の石段横には、今も「長松山萬年寺」と刻んだ石柱や十二重の石塔が

苔むしており、往時をしのばせてくれます。近年、境内に植えられた多くの紅白梅が大きく
なり、観梅の名所になっていますじ梅林の西にある豊臣秀吉の御茶屋御殿跡は、展望広場と

して整備された眺望の素晴らしいところです。

中

高籠神を主祭神とし、素蓋鳴尊。大山咋神・大国主神を配祀する。素蓋鳴尊は須加神社の、
大山咋神・大国主神は日吉神社の祭神で、明治時代に合祀されたものである。

鉄 搬

京・大坂間を結ぶ交通の大動脈、淘 ||と京街道を見下ろすこの地に豊臣秀吉が御茶屋御殿

(おちゃやま 劾 を建てたのは文禄4年 (1595)のことで九 伝承では、秀吉の家臣である枚方
城主本多内膳正政康の娘「乙御前」をここに住まわせたとも言われています。京都伏見と大

坂に拠点を置いた秀吉は、この間をしばしば行き来していました。文禄五年 (1596)の測 |1堤

防修築に際しては、対岸の大塚から枚方の工事の様子を上磯嫌で眺めたとの話も残つていま

す。元和 9年 (1623)には2代将軍閣 |1秀忠が、寛永 3年 (1626)には3代将軍家光が逗留した



と記録に残されていま丸 延宝 7年 (167の 7月 1日に起こった枚方宿の火事によつて全焼し、
以後再建されることはありませんでした。

本陣跡

大名や公家など身分の高い人が泊まったり、休んだりした

肌

枚方宿を通行した大名は23家 (天保 11年)があつた。
西国の大名は西国街道朝 |1舟運を利用するものが多く枚

方で休泊する大名は少なかった。それでも親藩では細 11藩が

代表的で他には松江藩、高松藩、J「J‖藩、岸和田藩、中津藩、

延岡藩等が常連化した大名であった。

大名は、参勤交代などに必要な物を全て運んでくる。荷物が

多いので人足や馬を問屋役人から助郷村に応援を命じました。

枚方では紀州侯の参勤交代が特に大行列であつた。

本陣は江戸初期の頃1群押覇翔聯零1、 徳 |1吉宗以降は、池尻

善兵衛 (世襲)であつた。
また、慶応 4年 3月 (間 4月 7日 )明治天皇が行幸の途中枚方宿本陣で小休止しました。
本陣は明治 3年に取り壊され、その跡地に北河内郡役所が置かれ、現在は公園 (三矢公園)
になっています。

職

現在の大阪府枚方市から大阪市長柄まで全長約 271o■続くとされる堤防で、文禄 3年 (1594
年)に豊臣秀吉が毛利輝元、ガ背り|1隆景、剖 |1広家は自 ||の改修工事を命じて建設:慶長元
年 (1596年)に完成した。河内平野口孵 ||力Ⅵ瑞け

い
るのを防止するのに役立った。また堤

防の上は大阪と京都を結ぶ最短路である京街道 (または動 として安定した交通路と

なつた。

宗左の辻

東海道と磐船街道の追分 (分岐点)。 油屋の角野宗左の前に有った事

から宗左の辻と呼ばれました。文政 9年 (1826年)建立と印される道
標が残つています。
「送りましょうか、送られましょうか、せめて宗左の辻まで」と歌

われていました。

見 附 宿場の出入り口
街道の分岐′点など交通の要所に置

かれた見張り所 (見附)などに由来
したもので、地嘱 として各所に残つ

ている。 (赤坂見附・四谷見附等)

天野川の堤脇にある枚方宿東見附

の説明机

この資料を作成するに当たり下記の書籍等を参考にしました
。枚方の今昔 (宿場町枚方を考える会発行)
。わくわく観光マップ (枚方文化観光協会発行)
・その他枚方観光ボランティアガイド資料等々


